
 

 

① オレンジバス年間
◆西ルート

・登下校

横山病院の

◆東ルート

・横山病院の

・通学

・乗降利用の低迷

◆西ルート

◆東ルート

 

オレンジバス年間
西ルート(3 便

下校の利用傾向あり

横山病院の利用

東ルート(4 便

横山病院の利用

通学(小学校)時間に利用できないダイヤ

・乗降利用の低迷

公共交通の現況調査

西ルート 

東ルート 

オレンジバス年間
便/日) 

傾向あり(第１便；

利用は東ルートよりわずかに多い

便/日) 

利用は低い (第

時間に利用できないダイヤ

・乗降利用の低迷(第 3 便

公共交通の現況調査

オレンジ

 

オレンジバス年間乗降人員者集計

第１便；877

は東ルートよりわずかに多い

第 2 便；77/

時間に利用できないダイヤ

便；19 人/

公共交通の現況調査

オレンジバス利用

人員者集計

877 人/年、第

は東ルートよりわずかに多い(第

77/年) ほとんどが家族の

時間に利用できないダイヤ⇒路線バス

/年、第 4

公共交通の現況調査①

バス利用

人員者集計（平成 30

年、第 3 便；646

第 2 便；123

ほとんどが家族の

路線バス通学定期の負担増

4 便；5 人/

① 

バス利用状況

30 年度

南部地域における公共交通の方向性

646 人/年） 

123 人/年) 

ほとんどが家族のマイカー送迎

通学定期の負担増

/年) 

状況 

） 

南部地域における公共交通の方向性

 

 

マイカー送迎 

通学定期の負担増 

南部地域における公共交通の方向性

 

南部地域における公共交通の方向性

 

南部地域における公共交通の方向性南部地域における公共交通の方向性南部地域における公共交通の方向性 ～

② 公共交通に関するアンケート調査

③地域のくらしの移動をどうしたらよいか？

みんなで考えるワークショップ

～横山校区～

（対象

・回答者の

・家族構成で、

（バス・

・1 年以内に路線バスを利用していない（

＜バス利用傾向＞

・1 年以内にオレンジバスを利用していない（

・マイカー利用目的（本人）の大半は買物・通勤

・地域によっては市内より河内長野方面へ買物に出掛ける方が多い

・学生や高齢者が過ごしやすい

・利用低迷な

・デマンド乗合タクシー

・南部

・小中一貫校スクールバスの動向によるが、

地域住民の皆さんが特に優先的に必要とするもの…

運行頻度は

運行タイプは

 

「高齢者が快適に住み続ける南部のまちづくり」

公共交通に関するアンケート調査

地域のくらしの移動をどうしたらよいか？

みんなで考えるワークショップ

横山校区～

対象） 

・回答者の６割

・家族構成で、「

バス・自動車利用

年以内に路線バスを利用していない（

＜バス利用傾向＞

年以内にオレンジバスを利用していない（

・マイカー利用目的（本人）の大半は買物・通勤

・地域によっては市内より河内長野方面へ買物に出掛ける方が多い

学生や高齢者が過ごしやすい

利用低迷な東ルート第

デマンド乗合タクシー

南部リージョンセンター

小中一貫校スクールバスの動向によるが、

地域住民の皆さんが特に優先的に必要とするもの…

運行頻度は 

運行タイプは

公共交通の現況調査

公共交通の現況調査

「高齢者が快適に住み続ける南部のまちづくり」

公共交通に関するアンケート調査

地域のくらしの移動をどうしたらよいか？

みんなで考えるワークショップ

横山校区～ 

以上が 50

「親と子」（約

自動車利用） 

年以内に路線バスを利用していない（

＜バス利用傾向＞路線

年以内にオレンジバスを利用していない（

・マイカー利用目的（本人）の大半は買物・通勤

・地域によっては市内より河内長野方面へ買物に出掛ける方が多い

学生や高齢者が過ごしやすい

東ルート第 3・

デマンド乗合タクシー(セダン型

リージョンセンター

小中一貫校スクールバスの動向によるが、

地域住民の皆さんが特に優先的に必要とするもの…

 

運行タイプは 

公共交通の現況調査

公共交通の現況調査

「高齢者が快適に住み続ける南部のまちづくり」

公共交通に関するアンケート調査

地域のくらしの移動をどうしたらよいか？

みんなで考えるワークショップ

0～70 代（男女比は４

（約 5 割）

年以内に路線バスを利用していない（

路線バス停まで徒歩

年以内にオレンジバスを利用していない（

・マイカー利用目的（本人）の大半は買物・通勤

・地域によっては市内より河内長野方面へ買物に出掛ける方が多い

学生や高齢者が過ごしやすい環境づくりを

・4 便の運行見直しが必要

セダン型)の方が家や目的地の近くまで着けるので高齢者には便利

リージョンセンターを拠点にネットワーク検討

小中一貫校スクールバスの動向によるが、

地域住民の皆さんが特に優先的に必要とするもの…

地域・まちづくりは

運賃は 

公共交通の現況調査

公共交通の現況調査

「高齢者が快適に住み続ける南部のまちづくり」

公共交通に関するアンケート調査

地域のくらしの移動をどうしたらよいか？

みんなで考えるワークショップ(第 1

（男女比は４

割） 

年以内に路線バスを利用していない（7 割以上）

バス停まで徒歩 10

年以内にオレンジバスを利用していない（

・マイカー利用目的（本人）の大半は買物・通勤

・地域によっては市内より河内長野方面へ買物に出掛ける方が多い

環境づくりを根本的

の運行見直しが必要

の方が家や目的地の近くまで着けるので高齢者には便利

を拠点にネットワーク検討

小中一貫校スクールバスの動向によるが、高齢者とこどもを切り分けて考える必要あり

地域住民の皆さんが特に優先的に必要とするもの…

地域・まちづくりは

公共交通の現況調査②

公共交通の現況調査③

「高齢者が快適に住み続ける南部のまちづくり」

公共交通に関するアンケート調査(8/20～

地域のくらしの移動をどうしたらよいか？ 

1 回:11/30

（男女比は４:６） 

割以上） 

10 分以下の圏内（約

年以内にオレンジバスを利用していない（9 割以上）

・マイカー利用目的（本人）の大半は買物・通勤 ※（家族）は買物が主

・地域によっては市内より河内長野方面へ買物に出掛ける方が多い

根本的に見直

の運行見直しが必要(皆で乗って利便性を体験すべき

の方が家や目的地の近くまで着けるので高齢者には便利

を拠点にネットワーク検討 

高齢者とこどもを切り分けて考える必要あり

地域住民の皆さんが特に優先的に必要とするもの…

地域・まちづくりは 

運行時間帯は

② 

③ 
ワークショップ

⇒

「高齢者が快適に住み続ける南部のまちづくり」

～9/20

30、第 2

分以下の圏内（約 8

割以上） 

※（家族）は買物が主

・地域によっては市内より河内長野方面へ買物に出掛ける方が多い

見直す必要あり

皆で乗って利便性を体験すべき

の方が家や目的地の近くまで着けるので高齢者には便利

高齢者とこどもを切り分けて考える必要あり

地域住民の皆さんが特に優先的に必要とするもの…

配布数

回収数

回収率

目的地へは

運行時間帯は

ワークショップ

⇒裏面をご覧ください

「高齢者が快適に住み続ける南部のまちづくり」

0) 

2 回:12/2

8 割） 

※（家族）は買物が主 

・地域によっては市内より河内長野方面へ買物に出掛ける方が多い 

あり 

皆で乗って利便性を体験すべき

の方が家や目的地の近くまで着けるので高齢者には便利

高齢者とこどもを切り分けて考える必要あり

地域住民の皆さんが特に優先的に必要とするもの…

配布数 4,065 枚

回収数 2,207 枚

回収率 54.2％ 

目的地へは 

運行時間帯は 

ワークショップのご意見

をご覧ください

 

「高齢者が快適に住み続ける南部のまちづくり」 

/21) 

皆で乗って利便性を体験すべき) 

の方が家や目的地の近くまで着けるので高齢者には便利 

高齢者とこどもを切り分けて考える必要あり 

地域住民の皆さんが特に優先的に必要とするもの… 

枚 

枚 

 

のご意見 

をご覧ください 

LG39108
テキスト ボックス
南部地域における公共交通の取り組み（横山校区）

LG39108
テキスト ボックス
資料２-２

LG39108
テキスト ボックス
今年度の取り組みを踏まえて、次年度以降も引き続き検討していきます。



 

 

各グループ

の外出時の

課題 

 

各グループ

の意見

 

 

 

各グループ

のまとめ

 

ワークショップ

の様子

 各グループの意見では、

通院や買物

① ワークショップ

項 目

 

・利用者が延べ人数では分からないが、特定者の利用であればタクシーに移行すべき

・こどもと高齢者を切り分けて考えるべき

・必要な時間帯にオレンジバスがあれば（第

・移動スーパーがあれば

・オレンジ

・オレンジバスの東ルート（南面利）で通学ダイヤの見直し

・通学定期（

・通院の日中に高齢者対象のタクシー・バス運行

各グループ

の外出時の

 

各グループ

の意見 

【地域で住み続けるために必要な公共交通の機能や役割

対象者

運行タイプ：

目的地

運行頻度

運行時間帯：

料金   

地域・まち：

づくり

各グループ

のまとめ 

●乗合タクシー

●オレンジバスの特定利用の実態を把握したうえでバス運行の見直しや代替案を検討すべき

●現行の東ルート第

●小中一貫のスクールバス運行が見込まれて

●和泉中央駅までの移動を確保できれば、通院や買物は概ね対応できるの

ワークショップ 

の様子 

各グループの意見では、

通院や買物など高齢者が利用しやすい生活

ワークショップ

目 

・利用者が延べ人数では分からないが、特定者の利用であればタクシーに移行すべき

・こどもと高齢者を切り分けて考えるべき

・必要な時間帯にオレンジバスがあれば（第

・移動スーパーがあれば

オレンジバスではなく乗合タクシー

・オレンジバスの東ルート（南面利）で通学ダイヤの見直し

・通学定期（1 学期

・通院の日中に高齢者対象のタクシー・バス運行

地域で住み続けるために必要な公共交通の機能や役割

対象者  ：高齢者

運行タイプ：家・目的地まで来てくれる

目的地  ：和泉中央駅

運行頻度 ：週 2

運行時間帯：午前中（通院・買物）

   ：高齢者半額（免許返納）

地域・まち：南部リージョンセンター活用

づくり   まちづくりの方針が間違い、いきいき体操など地域毎に公民館で

●乗合タクシーの利用を補助する方が、家や目的地の近くまで着けるので高齢者にとっては便利では

●オレンジバスの特定利用の実態を把握したうえでバス運行の見直しや代替案を検討すべき

●現行の東ルート第

小中一貫のスクールバス運行が見込まれて

●和泉中央駅までの移動を確保できれば、通院や買物は概ね対応できるの

各グループの意見では、「オレンジバスの利用者層

など高齢者が利用しやすい生活

ワークショップのまとめ

・利用者が延べ人数では分からないが、特定者の利用であればタクシーに移行すべき

・こどもと高齢者を切り分けて考えるべき

・必要な時間帯にオレンジバスがあれば（第

・移動スーパーがあれば 

バスではなく乗合タクシー

・オレンジバスの東ルート（南面利）で通学ダイヤの見直し

学期 15,000

・通院の日中に高齢者対象のタクシー・バス運行

地域で住み続けるために必要な公共交通の機能や役割

高齢者、こども

家・目的地まで来てくれる

和泉中央駅、総合医療センター、市内の医療施設、河内長野

2 回（通院・買物）

午前中（通院・買物）

高齢者半額（免許返納）

南部リージョンセンター活用

まちづくりの方針が間違い、いきいき体操など地域毎に公民館で

の利用を補助する方が、家や目的地の近くまで着けるので高齢者にとっては便利では

●オレンジバスの特定利用の実態を把握したうえでバス運行の見直しや代替案を検討すべき

●現行の東ルート第 3、第 4

小中一貫のスクールバス運行が見込まれて

●和泉中央駅までの移動を確保できれば、通院や買物は概ね対応できるの

「オレンジバスの利用者層

など高齢者が利用しやすい生活

まとめ 

・利用者が延べ人数では分からないが、特定者の利用であればタクシーに移行すべき

・こどもと高齢者を切り分けて考えるべき

・必要な時間帯にオレンジバスがあれば（第

バスではなく乗合タクシー（タクシー補助）

・オレンジバスの東ルート（南面利）で通学ダイヤの見直し

15,000 円）負担が大きい（オレンジバスのダイヤが合えば利用するが）

・通院の日中に高齢者対象のタクシー・バス運行

地域で住み続けるために必要な公共交通の機能や役割

、こども 

家・目的地まで来てくれる

、総合医療センター、市内の医療施設、河内長野

回（通院・買物）、利用や曜日などで絞り込む（通院）

午前中（通院・買物）、朝夕（こども）、時間帯考慮

高齢者半額（免許返納）、均一料金

南部リージョンセンター活用

まちづくりの方針が間違い、いきいき体操など地域毎に公民館で

の利用を補助する方が、家や目的地の近くまで着けるので高齢者にとっては便利では

●オレンジバスの特定利用の実態を把握したうえでバス運行の見直しや代替案を検討すべき

4 便は利用低迷から必要がないのでは

小中一貫のスクールバス運行が見込まれて

●和泉中央駅までの移動を確保できれば、通院や買物は概ね対応できるの

「オレンジバスの利用者層

など高齢者が利用しやすい生活交通の確保

・利用者が延べ人数では分からないが、特定者の利用であればタクシーに移行すべき

・こどもと高齢者を切り分けて考えるべき 

・必要な時間帯にオレンジバスがあれば（第 3、第

（タクシー補助）

・オレンジバスの東ルート（南面利）で通学ダイヤの見直し

円）負担が大きい（オレンジバスのダイヤが合えば利用するが）

・通院の日中に高齢者対象のタクシー・バス運行 

地域で住み続けるために必要な公共交通の機能や役割

家・目的地まで来てくれる、あちこち寄り道する、フリー乗降区間

、総合医療センター、市内の医療施設、河内長野

、利用や曜日などで絞り込む（通院）

、朝夕（こども）、時間帯考慮

、均一料金 

南部リージョンセンター活用、横山小学校跡地に郊外型商業施設、空き家対策いらない

まちづくりの方針が間違い、いきいき体操など地域毎に公民館で

の利用を補助する方が、家や目的地の近くまで着けるので高齢者にとっては便利では

●オレンジバスの特定利用の実態を把握したうえでバス運行の見直しや代替案を検討すべき

便は利用低迷から必要がないのでは

小中一貫のスクールバス運行が見込まれており、高齢者とこどもを切り分けて考える必要がある

●和泉中央駅までの移動を確保できれば、通院や買物は概ね対応できるの

A グループ

「オレンジバスの利用者層を絞った運行の見直し

の確保策は必要であるという意見でした。

・利用者が延べ人数では分からないが、特定者の利用であればタクシーに移行すべき

、第 4 便は必要なし）

（タクシー補助） 

・オレンジバスの東ルート（南面利）で通学ダイヤの見直し

円）負担が大きい（オレンジバスのダイヤが合えば利用するが）

 

地域で住み続けるために必要な公共交通の機能や役割

、あちこち寄り道する、フリー乗降区間

、総合医療センター、市内の医療施設、河内長野

、利用や曜日などで絞り込む（通院）

、朝夕（こども）、時間帯考慮

 

、横山小学校跡地に郊外型商業施設、空き家対策いらない

まちづくりの方針が間違い、いきいき体操など地域毎に公民館で

の利用を補助する方が、家や目的地の近くまで着けるので高齢者にとっては便利では

●オレンジバスの特定利用の実態を把握したうえでバス運行の見直しや代替案を検討すべき

便は利用低迷から必要がないのでは

、高齢者とこどもを切り分けて考える必要がある

●和泉中央駅までの移動を確保できれば、通院や買物は概ね対応できるの

グループ 

絞った運行の見直し

策は必要であるという意見でした。

・利用者が延べ人数では分からないが、特定者の利用であればタクシーに移行すべき

便は必要なし） 

・オレンジバスの東ルート（南面利）で通学ダイヤの見直し 

円）負担が大きい（オレンジバスのダイヤが合えば利用するが）

 

地域で住み続けるために必要な公共交通の機能や役割＜テーマ＞

、あちこち寄り道する、フリー乗降区間
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